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集合場所 : 東口貸し切りバスプール前 
※当日は担当者が集合場所でお待ちしておりますので、 

「現場実習に参加」 とお伝えください。 

■現場実習における学習のポイント 
昔から豊かな海の幸の恩恵を受けて暮らしてきた里海文化をもつ海岸地区の方々は現在どうなっているのでしょうか。 

仙台市荒浜地区は震災前には多くの海水浴客で賑わっていたところであり、東日本大震災前は2,700人程が居住してい
ましたが、震災後は、居住することはできなくなり、今後の地域の在り方が現在も最大の検討課題といえます。 

また、名取市閖上地区も例外ではなく、5,600人程が住居しておりましたが、かつて活気に満ちた漁港を中心に壊滅的
な被害が起こりました。しかし現在は5ｍのかさ上げによる市街地もほぼ完成し、新たな生活基盤が再生しつつあります。 

実習では、地下鉄東西線最終駅の荒井駅に併設された「メモリアル交流館」の視察後に、閖上地区の「かさ上げ市街
地」や「かわまちてらす閖上」の視察を行います。その後、荒浜地区に震災遺構となっている「旧荒浜小学校」の視察を行
います。そして被災状況や今後の在り方に関して意見交換を行い、被災地の復興に思いを募りたいと思います。 

 

●必ず事前申し込みをお願いします。 
●参加費は、無料です。 
●貸切バスにて各地域に移動します。 
●各自負担での昼食になります。 

※当日の状況により、 時間及び見学箇所の変更等が発生する場合もございます。 ご了承ください。 

■当日のスケジュール 
9：00 仙台駅東口バスプール 集合 
     （参加者の確認・資料配布） 
9：15 仙台駅出発 
9：45 荒井駅着 

10：00~11：00 荒井駅 「メモリアル交流館」  
施設内見学と交流館担当者より解説 

   11：10 バス乗車 移動 
11：30~12：50 「かわまちてらす閖上」にて昼食 
13：00~14：00 閖上被災地（かわまちてらす）屋外にて、 

再生に関しての解説と視察  
(新しい商業施設に関するご説明、市の将来まちづくりプラン等を学ぶ) 

14：10 バス乗車し、旧荒浜小学校に向かう 
14：30~16：00 荒浜の被災状況の解説 
16：15 バス乗車し、仙台駅へ向かう 
17：00 仙台着 解散 
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荒浜・閖上コース   令 和 元 年10月11日（金）9：00 ～ 17：00 
モデレーター：中島 敏 氏  

東北工業大学 ライフデザイン学部安心安全生活デザイン学科 教授 

■お問い合わせ 
復興大学事務局（東北工業大学 地域連携センター） 

〒982-8577 仙台市太白区八木山香澄町 35 番 1 号（八木山キャンパス ）     
TEL：022-305-3818      E-mail:fukkoudaigaku@tohtech.ac.jp 

 ※当日緊急連絡先 → TEL：090-7528-8257（携帯） 

   ※事前にお申し込みをいただいた方を対象とさせていただきます。 
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